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１．概要

研究開発「格納容器水張りに向けた調査・補修（止水）技術の開発」で開発中のＳ／Ｃ
上部調査装置について、１号機のＳ／Ｃ上部およびトーラス室壁面を対象に実証試験
を行う。

Ｓ／Ｃ上部調査装置実機検証イメージ図

Ｓ／Ｃ上部調査イメージ
トーラス室壁面調査イメージ

調査装置

調査装置
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２．実証内容

Ｓ／Ｃ上部調査装置はクローラを備えた移動機構（台車）に搭載するマスト機構を取り
替えることにより、①Ｓ/Ｃ上部調査（ｶﾒﾗ映像取得）、②トーラス室壁面調査（ｶﾒﾗ映像取得）お
よび③トーラス室壁面調査（ソナー（超音波センサー）によるドップラ計測＊画像取得）の３つの調査
が可能な機能を有している。これらの機能を実機検証する。 ＊：スライド９参照

①Ｓ／Ｃ上部調査
（ｶﾒﾗ映像取得）

②トーラス室壁面調査
（ｶﾒﾗ映像取得）

③トーラス室壁面調査
（ｿﾅｰによるﾄﾞｯﾌﾟﾗ計測画像取得）

調査カメラ

昇降マスト

クローラ
調査カメラ

伸縮アーム

ソナー
（超音波ｾﾝｻｰ）

伸縮アーム
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２．実証内容（Ｓ／Ｃ上部調査）

H25年11月の水上ボートによる調査でＳ／Ｃ
外表面に流水を確認した箇所（ﾍﾞﾝﾄ管Ｘ-5E
周辺）の上部にある真空破壊ラインの真空
破壊弁・真空破壊装置ﾍﾞﾛｰｽﾞ、ﾄｰﾗｽﾊｯﾁお
よび周辺構造物からの漏えいの有無等を調
査装置に取り付けたカメラにより映像を取得
し確認する。

調査対象箇所 調査内容

真空破壊
ライン

真空破壊弁
・漏えい有無・漏えい痕
の確認
・構造物の外観確認

真空破壊装置
ベローズ

トーラスハッチ

Ｓ／Ｃ上部およびｷｬｯﾄｳｫｰ
ｸ上壁面構造物（配管等）

・漏えい有無・漏えい痕
の確認
・構造物の外観確認

Ｓ／Ｃ側面

トーラス室水面

流水

H25年11月の水上ボートによる調査で確認された流水

Ｓ／Ｃ上部調査ｲﾒｰｼﾞ図

真空破壊ﾗｲﾝ

ﾄｰﾗｽﾊｯﾁ

真空破壊装置
ﾍﾞﾛｰｽﾞ

真空破壊弁

調査装置

調査ｶﾒﾗ
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２．実証内容（トーラス室壁面調査（ｶﾒﾗ））

ﾄｰﾗｽ室東壁面建屋貫通部の滞留水の流れの有無、およびｷｬｯﾄｳｫｰｸ下
側構造物の状況をｷｬｯﾄｳｫｰｸ上の調査装置から吊り下げたカメラにより
映像を取得し確認する。

調査対象箇所 調査内容

ﾄｰﾗｽ室東壁面
建屋貫通部

滞留水の流れ有無の確認

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ下側構
造物

構造物の外観確認

ﾄｰﾗｽ室壁面調査（ｶﾒﾗ）ｲﾒｰｼﾞ図

ﾄｰﾗｽ室東壁
面建屋貫通部

調査装置

調査ｶﾒﾗ
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調査対象箇所 調査内容

ﾄｰﾗｽ室東壁面建屋貫通部 滞留水の流れ有無の確認

２．実証内容（トーラス室壁面調査（ソナー））

ﾄｰﾗｽ室壁面調査（ｿﾅｰ）ｲﾒｰｼﾞ図

ﾄｰﾗｽ室東壁面建屋貫通部の滞留水の流れの有無をｷｬｯﾄｳｫｰｸ上の調
査装置から吊り下げたソナー（超音波ｾﾝｻｰ）によりドップラ計測画像を
取得し確認する。

ソナー

ﾄｰﾗｽ室東壁
面建屋貫通部

調査装置

ドップラ計測画像イメージ（ドップラ計測についてはスライド９参照）

流れ監視範囲

配管表面から
の反射エコー

トレーサの動き

ドップラ計測画像
（反射波の変化）
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３．調査装置アクセスルート

１階に作業エリアを確保でき、地下階に干渉物がない原子炉建屋１階北西エリアの床
面に、H25.2のトーラス室調査時の穿孔に接して615mm×615mmの角型に穿孔する。そ
こから調査装置を吊り下ろしﾘﾌﾄによりＳ／Ｃ外側ｷｬｯﾄｳｫｰｸ上に降ろす。ｷｬｯﾄｳｫｰｸ上
で走行性を確認するとともに、調査対象箇所（Ｓ／Ｃ外表面に流水を確認した箇所の上
部およびﾄｰﾗｽ室東壁面建屋貫通部）まで移動し調査する。

装置アクセスルート（原子炉建屋地下１階）

ﾄｰﾗｽ室東壁面
建屋貫通部

S/C外表面に流
水を確認した箇
所の上部

穿孔位置

穿孔位置拡大図

H25.2のﾄｰﾗｽ室
調査時の穿孔

外側ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

調査装置吊り下ろしイメージ

調査装置

調査装置
吊り下ろ
しﾘﾌﾄ

外側ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

穿孔PN
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４．実証試験スケジュール

１号機原子炉建屋１階床穿孔後、Ｓ／Ｃ上部調査、トーラス室壁面調査（ｶﾒﾗ）、トーラ
ス室壁面調査（ｿﾅｰ）の順で、実証試験を実施予定。

１号機原子炉建屋
１階床穿孔作業

S/C上部調査

トーラス室壁面調査
(ｶﾒﾗ)

トーラス室壁面調査
（ｿﾅｰ）

５月 ６月

5/7～5/15準備作業
5/20～5/26 床穿孔作業

5/27～5/30 Ｓ／Ｃ上部調査

5/31～6/5 装置組み替え

6/6～6/10トーラス室壁面調査（ｶﾒﾗ）

6/11～6/17 装置組み替え

6/18～6/20
トーラス室壁面調査（ｿﾅｰ）
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【参考】ドップラ計測

超音波を１秒間に数百回くりかえし送信し、トレーサ（水中の微粒子など）からの反射波
の微小な変化を捉え、流れの有無を確認する。

⇒ 流れがある場合には、流れが速いほど反射源の表示上の傾きが大きくなる。

流
れ

傾
き
発
生

送信回数

伝
搬
時
間

反射源

出力図の見方

流れ監視範囲

配管表面からの
反射エコー

トレーサの動き

ドップラ計測画像
（反射波の変化）

ドップラ計測画像例

拡大図

時間
時間

（
距
離
）
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【参考】調査装置仕様

Ｓ／Ｃ上部調査時 カメラによるﾄｰﾗｽ室壁面調査時 ソナーによるﾄｰﾗｽ室壁面調査時

調査装置

移動機構 移動機構（台車）は共用

寸法
W509mm×L550mm×Ｈ826mm
マスト伸長時の最大高さ3826mm

W509mm×L550mm×Ｈ1163mm
マスト伸長時の最大高さ1463mm
伸縮ｱｰﾑ伸長時の最大長さ800mm

W509mm×L550mm×Ｈ1161mm
マスト伸長時の最大高さ1461mm
伸縮ｱｰﾑ伸長時の最大長さ800mm

質量 約70ｋｇ 約100ｋｇ 約100ｋｇ

走行速度 最大0.5km/h

走行機能 前後進、左右旋回・左右超信地旋回

通信機 有線＋無線LAN通信機

電源 バッテリ

調査機器 ﾊﾟﾝﾁﾙﾄｶﾒﾗ（ｽﾞｰﾑ, LED照明付） ﾊﾟﾝﾁﾙﾄｶﾒﾗ（ｽﾞｰﾑ, LED照明付）
超音波ソナー（視野角165°）、水
中カメラ（ソナー投入先確認用、

LED照明付き）




